
 

第５号 

★ 今年のゴールデンウィークは、あまり大型連休をとれるような暦ではなかったので遠出する人も、

少なかったのではないでしょうか。結局私も何処に行くという訳でもなく、ただだらだらと過ごし

てしまいました。車社会の今、どこへ行くにも車で移動するのでかなり運動不足になっているはず

と、ハイキングでも行こうかなんて考えてはいたのですが、いざとなるとおっくうになってしまい、

こんな調子で年とともに体重も日々増えつつあるような気がして 

なりません。ハイキングや散歩やスポーツには絶好の季節ですが 

みなさんは運動不足にはなってませんか？ 

（わくわくだより編集員・頭の中ではｾｯｾと運動しています。） 

今回は梅雨どきの傘の保管についての一口知識。 
どしゃ降りの日、買物から帰ってくると玄関のたたきが水びたしになって 

いて驚いた・・・なんてことはないでしょうか？雨の日の玄関は、ずぶ濡れ 
の傘や靴が入り乱れ、整理がつかなくて困ります。 
 玄関の隅に、レンガを置いてみてはいかがでしょう。レンガは驚くほど水 
をよく吸い取ります。ぬれた傘をレンガの上に置くようにすれば、たたきも 
水びたしになりません。傘のほかにも、レンガを３個組んで靴を掛けておく 
ようにします。こうすると早く乾き、たたきを泥で汚すこともありません。 
 

木造住宅は大きく分けて、日本の伝統的工法で 
ある「軸組工法」と近年になって開発された 
「プレハブ工法」、欧米で発達した「２×４(ﾂｰﾊﾞ
ｲﾌｫｰ)工法」があります。いずれも建築基準法に 
そった設計・施工を行っていれば、阪神大震災 
クラスの地震にも十分耐えられます。 
いちばん大切なことは、信頼のおける工務店で建ててもらうことで

す。工法がどんなに良くても、手抜き作業をする会社では木造住宅で

なくても地震に耐えられません。当社では JIO の厳しい外部チェック

を受けてお客様の家を長く(最長 60年)保証をするシステムをとってい
るので安心です。 

木造住宅は工法によって耐震性に差があると 
聞いたのですが、本当ですか？ 


